


　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
町
政
の
推
進
と
町
議
会

活
動
に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
日
の
経
済
情
勢
は
、
一
昨

年
来
の
世
界
的
な
景
気
後
退
に
や
や
持

ち
直
し
の
動
き
が
あ
る
も
の
の
、
雇
用

環
境
に
つ
い
て
は
失
業
率
が
過
去
最
高

水
準
と
な
る
な
ど
、
一
段
と
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
少
子
高
齢
社
会
の
到
来
、

医
療
保
険
、
年
金
の
制
度
改
革
、
地
球

温
暖
化
な
ど
環
境
保
全
へ
の
対
応
や
、

著
し
い
情
報
化
の
進
展
等
に
よ
り
、
地

方
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
誠
に
厳
し

く
、
ま
さ
に
、
行
政
の
真
価
が
問
わ
れ

て
い
る
時
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
城
里
町
で
は
町
の

将
来
像
を
「
人
と
自
然
が
響
き
あ
い
　

と
も
に
輝
く
住
み
よ
い
ま
ち
」
と
掲
げ

た
「
第
1
次
城
里
町
総
合
計
画
」
に
基

づ
き
、
未
来
に
向
か
い
、
着
実
に
前
進

で
き
る
よ
う
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
実
現
に
は
、

お
年
寄
り
に
も
若
人
に
も
十
分
魅
力
あ

る
、
活
力
に
溢
れ
た
地
域
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
肝
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
城
里
町

が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
、
議
員

一
丸
と
な
り
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、

豊
か
で
魅
力
あ
る
「
城
里
町
」
が
創
造

で
き
る
か
真
摯
に
考
え
、
最
大
限
の
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
、
地
方
分
権
改
革
の
進
展
に
伴

い
、
地
方
公
共
団
体
の
自
己
決
定
と
自

己
責
任
の
範
囲
が
拡
大
す
る
中
で
、
意

思
決
定
機
関
で
あ
る
地
方
議
会
が
担
う

役
割
は
一
層
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
地
方
分
権
時
代
の
議
会
の
あ
り
方

と
し
て
、
議
会
の
制
度
面
に
お
け
る
機

能
や
活
動
を
拡
充
強
化
し
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
議
会
運
営
が
十
分
発
揮
で

き
る
よ
う
議
会
改
革
な
ど
も
検
討
し
、

町
民
の
皆
様
方
の
ご
期
待
に
沿
え
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
町
議
会
に
よ
り
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
ま
た
、
平
成
　
年
が

23

皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
な
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
方
に
は
、
平
成
　
年
の

23

輝
か
し
い
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
　
ま
た
、
日
ご
ろ
よ
り
、
議
会
運
営
に

対
し
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
皆
様
方
ご
承
知
の
と
お
り
、

今
日
の
地
方
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

少
子
・
高
齢
化
の
進
行
や
地
方
分
権
の

推
進
、
三
位
一
体
の
改
革
へ
の
適
切
な

対
応
な
ど
、
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
は
、

大
き
な
変
革
の
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
一
般
財
源
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
生
活
環
境
の

整
備
・
充
実
や
地
域
福
祉
の
推
進
等
多

く
の
行
政
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
厳
し

い
行
政
運
営
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
町
が
確

実
な
発
展
を
遂
げ
て
い
く
た
め
に
は
、

財
政
基
盤
を
確
立
し
、
財
源
の
効
率
的

運
用
や
事
務
事
業
の
見
直
し
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
資
源
を
有
効
に

活
用
・
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
性

豊
か
な
地
域
社
会
の
形
成
と
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
の
町
政
の
取
り
組
む
課
題
は
、

少
子
高
齢
化
対
策
を
は
じ
め
と
し
て
、

景
気
浮
揚
策
、
企
業
誘
致
を
は
じ
め
と

す
る
雇
用
対
策
、
行
財
政
の
改
革
、
教

育
や
福
祉
・
医
療
の
改
革
、
生
活
関
連

施
設
や
生
活
道
路
整
備
等
々
多
岐
に
わ

た
っ
て
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
地
方
自
治
体
の
本

旨
で
あ
る
住
民
自
治
の
理
念
に
則
り
、

町
民
と
行
政
、
そ
し
て
住
民
の
代
表
で

あ
る
議
会
が
互
い
に
目
標
を
共
有
し
、

一
体
と
な
っ
て
、
合
意
形
成
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
住
民
自

治
を
基
本
に
す
え
、
町
行
政
に
積
極
的

に
提
言
を
行
う
と
と
も
に
、
町
民
の
皆

様
方
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
時
代
と

共
に
歩
む
組
織
を
め
ざ
し
、
信
頼
さ
れ

る
議
会
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
ま

い
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
様
方
の
ま
す
ま

す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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新年のごあいさつ

　
議
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ひ
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12月定例会で決まったこと

　
条
例
改
正

▽
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

納
税
協
力
員
の
廃
止

口
座
振
替
納
付
が
多
く
な
っ
た
た
め
、

平
成
　
年
４
月
１
日
よ
り
廃
止

２３

七
会
診
療
所
建
設
検
討
委
員
会
の
設
置

　
　
委
員
長
　
４
，
０
０
０
円

　
　
委
　
員
　
３
，
５
０
０
円

学
校
薬
剤
師
の
報
酬
額
の
改
定

　
1
人
に
つ
き
（
１
校
当
た
り
）

　
　
　
２
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
↓

　
　
　
３
５
，
０
０
０
円

近
隣
市
町
の
報
酬
平
均
額
（
５
４
，

６
８
０
円
）
よ
り
低
い
た
め
、
是
正

を
図
っ
た

▽
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
財
政
運

営
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
　
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険

２３

税
の
税
率
の
引
き
上
げ

　
※
詳
細
は
、
保
険
課
へ

▽
町
立
幼
稚
園
設
置
条
例
の
一
部
改

正　
七
会
幼
稚
園
の
廃
止

　
合
併
当
初
か
ら
園
児
数
の
減
少
に
伴

い
、
休
園
し
て
い
た
が
、
将
来
的
に
幼

児
人
口
の
増
加
が
見
込
め
な
い
た
め

▽
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
改
正

　
七
会
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
常
北
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
統
合

　
常
北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

統
合
す
る
に
あ
た
り
、
学
校
給
食
安
全

衛
生
管
理
基
準
を
満
た
し
、
七
会
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
数
も
賄
え
る
こ

と
が
可
能
な
た
め

　
そ
の
他

▽
水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
協
議
会

の
廃
止

　
協
議
会
発
足
時
の
目
的
が
達
成
さ
れ

た
た
め
平
成
　
年
３
月
　
日
を
も
っ
て

２３

３１

廃
止

　
人
　
事

▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
左
記
の

も
の
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た

　
飯
　
田
　
紀
代
子
氏（
大
字
石
塚
）

　
杉
　
山
　
宗
　
市
氏（
大
字
上
入
野
）

　
久
保
田
　
殿
　
司
氏（
大
字
上
青
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
任
期

　
　
平
成
　
年
　
月
７
日
か
ら

２２

１２

　
　
３
年
間



今回１人が質問し、
　　　その要約を掲載しました。

審議した議案と各議員の賛否
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小
圷
　
　
孝

根
本
　
正
典

鯉
渕
　
秀
雄

小
松
﨑
三
夫

三
村
由
利
子

杉
山
　
　
清

南
條
　
　
治

小
林
　
祥
宏

桐
原
　
健
一

阿
久
津
則
男

加
藤
　
文
夫

関
　
誠
一
郎

河
原
井
大
介

三
村
　
孝
信

余
水
　
紀
夫

薗
部
　
　
一

議　員　名

議　案　名

○－○
議

長

の

た

め

採

決

に

加

わ

っ

て

い

な

い

○○○○○○○○○○○○平成２２年度一般会計補正予算（専決処分）

○－×○○○○○○○○○○○○町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

○－○○○○○○○○○○○○○国民健康保険税条例の一部を改正する条例

○－○○○○○○○○○○○○○町立幼稚園設置条例の一部を改正する条例

○－○○○○○○○○○○○○○町立学校給食センター条例の一部を改正する条例

○－○○○○○○○○○○○○○水戸地方広域市町村圏協議会の廃止

○－○○○○○○○○○○○○○平成２２年度一般会計補正予算

○－○○○○○○○○○○○○○国民健康保険特別会計補正予算

○－○○○○○○○○○○○○○介護保険特別会計補正予算

○－○○○○○○○○○○○○○公共下水道事業特別会計補正予算

○－○○○○○○○○○○○○○農業集落排水事業特別会計補正予算

○－○○○○○○○○○○○○○水道事業会計補正予算

○－○○○○○○○○○○○○○人権擁護委員の推薦

○－○○○○○○○○○○○○○TPPの参加に反対する意見書

○－○○○○○○－○○○○○○町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

○－○○○○○○－○○○○○○工事変更請負契約の締結

審議した議案と各議員の賛否（第４回定例会・第５回臨時会）　　　　　　○は賛成、×は反対、－は欠席

補正予算

一般会計
①専決処分にて追加補正

②追加補正　
　6,882万円

特別会計
５特別会計の補正

歳出
　県議会議員選挙費　　48万円

歳入の主なもの
　地方交付税 　12,100万円
　国庫支出金 　　2,621万円
　県支出金　 　　1,038万円
　基金繰入金 　　　　３３３万円
　町債　　　　 △9,300万円

歳出の主なもの
　給与及び職員手当等　　　　　　△1,408万円
　自立支援給付費　　　　　　　　　2,595万円
　他会計へ　　　　　　　　　　　△1,765万円
　後期高齢者医療給付費負担金　　　　517万円　
　予防接種業務委託　　　　　　　　　292万円
　繁殖牛導入事業基金へ　　　　　　　172万円
　観光施設修繕費（ホロルの湯他）　　　160万円
　町道等境界確認測量委託　　　　　　140万円
　道路新設改良測量設計委託　　　　2,850万円
　池ノ内片山線補償費・用地購入費　1,111万円　
　住宅リフォーム補助　　　　　　　　120万円　
　各小学校修繕費・工事費　　　　　　741万円
　各中学校修繕費　　　　　　　　　　165万円

補正後の額補正額会計別

23億7,545万円89万円保険事業
国保

2億5,818万円△120万円診療所

14億9,251万円8,335万円保険事業介護

10億7,478万円△1,648万円公共下水道事業

11億7,393万円9,626万円農業集落排水事業

8億5,759万円1,785万円収益的収入・支出水道事業

請
願
結
果

▽
町
道
０
１
０
５
号
線
の
整
備
に

つ
い
て
の
請
願
書

　
本
線
は
、
小
坂
と
錫
高
野
を
結
ぶ

幹
線
で
あ
り
、
現
在
、
整
備
が
休
止

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
採
択
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

陳
情
結
果

▽
T
P
P
の
参
加
に
反
対
す
る
陳

情　
食
料
自
給
率
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
に
こ
そ
力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
る

と
し
、
採
択
す
る
こ
と
に
決
定
し
、

内
閣
総
理
大
臣
等
に
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。　

総額　95億6,381万円へ



今回今回１人が質問し、人が質問し、
　　　その要約を掲載しました。　　　その要約を掲載しました。
今回１人が質問し、
　　　その要約を掲載しました。

阿久津　則　男  議員 6Ｐ
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一般質問Ｑ＆Ａ



阿
久
津
　
こ
の

映
画
作
り
に
対

し
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
支
援

し
た
の
か
。

産
業
振
興
課
長

　
映
画
の
製
作

協
力
券
２
，
０

０
０
円
を
７
４

１
セ
ッ
ト
、
前

売
り
券
、
１
，

３
０
０
円
を
１

４
７
セ
ッ
ト
、

合
計
１
６
７
万

３
，
１
０
０
円

を
支
援
の
会
と

し
て
売
り
上
げ

た
。

阿
久
津
　
映
画

公
開
の
感
想
は
。

町
　
長
　
　
万
人
を
超
え
る

６０

視
聴
者
が
あ
り
大
変
好
評
と

聞
く
。
本
県
、
本
町
の
祖
先

が
郷
土
愛
の
た
め
幕
末
の
大

事
件
を
起
こ
し
、
大
き
な
う

ね
り
に
よ
り
明
治
維
新
、
そ

し
て
現
在
が
あ
る
と
痛
感
し

て
い
る
。

阿
久
津
　
こ
の
映
画
を
一
過

性
の
も
の
に
し
な
い
た
め
の

妙
案
は
。

町
　
長
　
桜
田
門
外
ノ
変
に

関
係
の
あ
る
増
子
金
八
、
鯉

淵
要
人
、
加
藤
木
賞
三
な
ど

幕
末
の
人
物
、
又
映
画
に
出

演
し
た
俳
優
、
平
塚
真
介
さ

ん
（
黒
沢
忠
三
郎
役
）
な
ど

が
い
る
こ
と
か
ら
映
画
終
了

後
も
支
援
の
会
を
中
心
に
登

場
人
物
の
ゆ
か
り
の
地
を
広

く
町
内
外
に
紹
介
し
町
の
活

性
化
に
結
び
つ
け
た
い
。
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 阿  久  津 　
あ く つ

 則  男 　議員
のり お

映画「桜田門外ノ変」につい映画「桜田門外ノ変」についてて

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
てて

阿
久
津
　
バ
ス
の
運
営
方
式

は
。

教
育
長
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は

委
託
方
式
を
考
え
　
月
議
会

１２

に
補
正
予
算
を
提
出
し
た
。

バ
ス
８
台
を
考
え
て
お
り
購

入
価
格
、
維
持
管
理
費
、
人

件
費
等
、
膨
大
な
経
費
が
掛

か
り
、
更
に
児
童
数
の
減
少

も
考
え
委
託
運
営
に
し
た
。

阿
久
津
　
存
続
校
は
バ
ス
を

利
用
で
き
な
い
と
の
こ
と
だ

が
、
３
Ｋ
以
上
の
生
徒
は
、

ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
を
利
用

で
き
な
い
か
。

町
　
長
　
今
後
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
見
直
し
を
行
う
際
に
は

参
考
に
し
た
い
。

桂
図
書
館
に
つ
い

桂
図
書
館
に
つ
い
てて

阿
久
津
　
年
度
別
の
利
用
状

況
は
。

教
育
長
　
別
表
の
と
お
り
で

あ
る
。

阿
久
津
　
減
少
の
対
策
は
。

町
　
長
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

電
子
書
籍
な
ど
情
報
発
達
に

よ
り
利
用
者
が
減
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
対
策
と
し

て
は
貸
出
本
の
傾
向
や
利
用

者
の
情
報
を
分
析
し
住
民
が

ど
う
い
う
図
書
を
望
ん
で
い

る
か
研
究
し
購
入
し
た
い
。

阿
久
津
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

利
用
し
各
小
学
校
で
桂
図
書

館
を
利
用
で
き
な
い
か
。

教
育
長
　
図
書
館
に
来
て
体

験
さ
せ
る
こ
と
は
必
要
だ
と

思
っ
て
い
る
。

阿
久
津
　
図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
状
況
は
。

教
育
長
　
あ
す
な
ろ
会
（
４

名
）
が
年
間
６
日
図
書
整
理

に
、
又
毎
月
第
２
、
第
４
土

曜
日
に
読
み
聞
か
せ
を
実
施

し
大
変
好
評
で
あ
り
今
後
も

協
力
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

阿
久
津
　
各
課

で
使
用
し
な
い

備
品
等
を
売
却

で
き
な
い
か
。

町
　
長
　
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等

で
適
正
に
処
分

し
て
い
く
。

公有財産につい公有財産についてて

貸出冊数本の利用者数入館者数

258,859冊42,451人96,029人平成１９年度

236,596冊38,385人87,543人平成２０年度

216,710冊34,577人75,749人平成２１年度

別表
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議会の動き

臨
時
会

　
　
月
　
日
に
、
開
催
さ
れ
、
次
の
案
件
に

11

２５

　
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

●
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
の
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
町
職
員
の

　
給
料
と
賞
与
が
減
額

●
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

　
工
事
名

　
　
常
北
中
学
校
校
舎
改
築
工
事

　
変
更
理
由

　
　
工
事
現
場
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
や

　
　
浄
化
槽
部
材
（
Ｆ
Ｒ
Ｐ
）
が
出
土
し

　
　
た
こ
と
に
よ
る
処
分
費
の
増
額

　
変
更
金
額
　
　
　

　
　
２
７
３
万
円
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研修報告
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研修報告
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編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
編
集
後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後
記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記

　
新
春
の
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
を
象
徴
す
る
漢
字
は
、

「
暑
」
で
し
た
。
記
録
的
な
猛
暑
で

熱
中
症
に
か
か
る
人
が
続
出
し
た

夏
で
し
た
。
ま
た
南
米
チ
リ
鉱
山

落
盤
事
故
が
あ
り
、
軌
跡
の
救
出

劇
が
あ
り
地
下
７
０
０
メ
ー
ト
ル

に
２
ヶ
月
以
上
閉
じ
込
め
ら
れ
た

人
達
の
生
活
は
、
極
限
状
態
の
暑

さ
の
戦
い
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
ま

た
猛
暑
に
よ
り
イ
ン
ド
洋
の
海
水

温
の
上
昇
で
年
末
か
ら
年
始
の
新

巻
鮭
の
不
漁
と
な
り
、
農
作
物
に

お
い
て
も
大
い
な
る
影
響
が
あ
る

中
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携

協
定
）
に
農
林
水
産
業
振
興
や
食

料
安
全
保
障
等
、
よ
り
慎
重
な
対

応
を
さ
れ
る
よ
う
強
く
望
み
た
い
。

今
後
と
も
、
よ
り
よ
い
、
広
報
誌

づ
く
り
に
委
員
一
同
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
加
藤
　
文
夫
　
記

議
会
広
報
委
員
会

　
委
　員
　長
　
小
　
林
　
祥
　
宏

　
副
委
員
長
　
河
原
井
　
大
　
介

　
委
　
　
員
　
杉
　
山
　
　
　
清

　
　
　
　
　
　
南
　
條
　
　
　
治

　
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
文
　
夫

　
　
　
　
　
　
余
　
水
　
紀
　
夫

　
　
　
　
　
　
薗
　
部
　
　
　
一


